
☆
戦
後
七
十
七
年
、
国
内
と
世
界
の
問
題

こ
の
一
年
の
大
き
な
変
化

◆
敗
戦
記
念
日
を
迎
え
る
一
年
前
、
国
内
と
世
界
の
目
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
釘
付
け

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
の
時
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
を
予
測
し
た
人
は
皆
無
で
し
た
。

◆
昨
年
十
月
に
誕
生
し
た
岸
田
政
権
は
七
月
の
参
院
選
挙
で
大
勝
し
、
改
憲
勢
力
が
３
分

の
２
を
超
え
、
憲
法
改
正
発
議
の
態
勢
が
整
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

◆
一
方
、
二
月
二
十
四
日
、
ロ
シ
ア
が
突
然
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
武
力
侵
攻
を
開
始
し
ま
し
た
。

ロ
シ
ア
・
プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
侵
攻
は
数
日
で
終
わ
る
と
豪
語
し
て
い
ま
し
た
が
、
半
年

過
ぎ
て
も
そ
の
出
口
は
見
え
ま
せ
ん
。

戦
後
七
十
七
年
目
の
敗
戦
記
念
日

◆
七
十
七
年
前
の
八
月
、
原
爆
に
よ
っ
て
広
島
で
十
四
万
人
、
長
崎
で
七
万
人
、
計
二
十
一

万
人
が
、
ほ
と
ん
ど
一
瞬
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
に
よ
る
死
者
数
累
計
三
・
三
万

人
と
比
べ
る
と
、
原
爆
が
、
そ
し
て
戦
争
と
い
う
も
の
が
い
か
に
凄
ま
じ
い
悪
で
あ
る
か

す
ざ

疑
問
の
余
地
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
は
、
国
際
法
（
武
力
行
使
に
よ
る
国
際
紛
争
の
禁
止
）
の
違

反
で
あ
り
、
こ
の
戦
争
は
ロ
シ
ア
人
の
た
め
で
も
誰
の
た
め
で
も
な
い
、
ど
う
見
て
も
プ

ー
チ
ン
に
よ
る
プ
ー
チ
ン
の
た
め
の
戦
争
で
す
。
直
ち
に
侵
攻
停
止
を
求
め
ま
す
。

◆
一
方
、
日
本
国
内
で
は
、
こ
の
戦
争
を
口
実
と
し
て
軍
備
増
強
論
が
台
頭
し
て
き
ま
し
た
。

戦
後
築
き
上
げ
て
き
た
非
戦
・
平
和
の
歴
史
に
逆
行
す
る
暴
論
で
す
。

安
倍
元
首
相
の
「
国
葬
」
に
反
対
！

◆
七
月
の
参
院
選
挙
の
さ
な
か
、
安
倍
元
首
相
が
、
銃
撃
事
件
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
い
か

な
る
理
由
が
あ
っ
て
も
暴
力
行
為
に
は
反
対
で
す
。
と
同
時
に
、
岸
田
内
閣
が
安
倍
元
首

相
の
葬
儀
を
「
国
葬
」
で
行
う
と
決
定
し
た
事
に
反
対
し
ま
す
。

◆
先
ず
、
戦
前
「
国
葬
令
」
と
い
う
法
律
が
あ
り
ま
し
た
が
、
現
在
の
民
主
憲
法
に
そ
ぐ
わ

な
い
と
い
う
事
で
廃
止
さ
れ
、
現
在
、
実
施
に
は
法
的
根
拠
が
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
安
倍
元
首
相
は
一
政
党
に
属
す
る
国
会
議
員
で
し
た
が
、
国
家
と
し
て
故
人
へ
の
弔
意
を

表
す
も
の
と
す
る
と
、
す
べ
て
の
国
民
が
特
定
の
国
会
議
員
へ
の
弔
意
を
強
制
さ
れ
る
事

に
な
り
か
ね
ず
、
思
想
・
良
心
の
自
由
（
憲
法
第
十
九
条
）
に
反
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◆
岸
田
首
相
は
「
そ
の
功
績
は
素
晴
ら
し
い
」
と
言
い
ま
す
が
、
安
倍
元
首
相
在
任
中
、
戦

争
に
繋
が
る
集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認
と
安
保
法
の
制
定
、
森
友
、
加
計
学
園
、
桜
を
見

る
会
疑
惑
な
ど
国
民
の
評
価
は
割
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
押
し
切
っ
て
実
施
す
る
の
は
国

民
の
分
断
、
批
判
封
じ
に
つ
な
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。
閣
議
決
定
を
撤
回
し
て
下
さ
い
！

二
〇
二
二
年
八
月
十
四
日
（
日
）
護
憲
平
和
行
進
（
通
算
６
６
６
回
目
）

浜
松
市
憲
法
を
守
る
会

事
務
局

浜
松
市
中
区
紺
屋
町
三
〇
一
ー
一
五

★
月
例
護
憲
平
和
行
進

毎
月
第
二
日
曜
日
・
午
後
一
時
・
浜
松
市
役
所
正
面
玄
関
集
合

u 安倍元首相の「国葬」に反対します ◆

浜松市憲法を守る会のホームページは http://gokenhamamatsu.g.dgdg.jp/→ 護憲浜松 で検索



日
本
国
憲
法
前
文
よ
り

〔
平
和
的
生
存
権
〕

わ
れ
ら
は
、
全
世
界
の
国
民
が
、
ひ
と
し
く
恐
怖
と
欠
乏
か
ら
免
か
れ
、
平
和
の
う
ち
に

ま
ぬ

生
存
す
る
権
利
を
有
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

憲
法
第
九
条
〔
戦
争
の
放
棄
・
交
戦
権
の
否
認
〕

日
本
国
民
は
、
正
義
と
秩
序
を
基
調
と
す
る
国
際
平
和
を
誠
実
に
希
求
し
、
国
権
の
発
動

た
る
戦
争
と
、
武
力
に
よ
る
威
嚇
又
は
武
力
の
行
使
は
、
国
際
紛
争
を
解
決
す
る
手
段
と

し
て
は
、
永
久
に
こ
れ
を
放
棄
す
る
。

前
項
の
目
的
を
達
す
る
た
め
、
陸
海
空
軍
そ
の
他
の
戦
力
は
、
こ
れ
を
保
持
し
な
い
。
国

の
交
戦
権
は
、
こ
れ
を
認
め
な
い
。

憲
法
第
十
九
条
〔
思
想
・
良
心
の
自
由
〕

思
想
及
び
良
心
の
自
由
は
、
こ
れ
を
侵
し
て
は
な
ら
な
い
。


